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議
員
な
ど
提
出

◆
規
則
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◆
意
見
書

○
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
に
向
け
て
、
国
民
が
将
来
に
わ
た

り
必
要
な
医
療
・
介
護
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
た
め
の
財
源
確
保
を

求
め
る
意
見
書

○
私
学
助
成
の
充
実
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書

◆
決
議

○
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
平
和
の
早
期
実
現
を
求
め
る
決
議

 

知
事
提
出

◆
令
和
５
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
２
件
）

○
特
別
会
計
補
正
予
算

○
企
業
会
計
補
正
予
算
（
２
件
）

◆
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正

○
茨
城
県
核
燃
料
等
取
扱
税
条
例

○
茨
城
県
再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例

○
茨
城
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
学
校
以
外
の
教
育
機
関
の
設
置
、
管
理
及
び
職
員
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

ほ
か
４
件

◆
人
事

○
副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て 

ほ
か
４
件

◆
認
定

○
令
和
４
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

◆
報
告

〇
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い

て
◆
そ
の
他

○
令
和
４
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
に
つ
い
て

○
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

ほ
か
21
件

 

請　

願

○
令
和
６
年
度
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
等
助
成
に
関
す
る
請
願

○
笠
松
運
動
公
園
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
運
営
に
関
す
る
請
願

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

※
意
見
書
お
よ
び
請
願
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/tayori/tayori202401_pdf/ikensyo.htm

議
員　

猛
暑
の
影
響
で
一
等
米
比
率
が

大
幅
に
低
下
し
た
。
国
の
研
究
機
関
や

大
学
な
ど
と
連
携
し
た
高
温
耐
性
品
種

の
育
成
や
高
温
対
策
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
が
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

高
温
耐
性
を
持
つ
国

育
成
品
種
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
の
栽

培
を
全
県
下
で
推
奨
す
る
ほ
か
、
同
じ

く
高
温
に
耐
性
を
持
つ
県
育
成
品
種

「
ふ
く
ま
る
」
の
普
及
を
進
め
る
。
ま

た
、
今
後
は
国
や
各
県
に
加
え
、
県
内

大
学
な
ど
と
も
連
携
を
図
り
、
新
品
種

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

心
配
さ
れ
て
い
た
風
評
は
、
放

出
前
日
に
数
件
確
認
さ
れ
た
が
、
新
た

な
発
生
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
県
は
、

風
評
被
害
の
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

風
評
の
発
生

を
抑
制
で
き
た
理
由
は
、
国
に
お
い
て
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
 ※2

の
包
括
報
告
書
や
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
周
辺
海
域
の
ト
リ

チ
ウ
ム
測
定
結
果
と
い
っ
た
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
正
確
な
情
報
を
丁
寧
に

繰
り
返
し
国
内
外
に
発
信
し
て
き
た
こ

と
が
、
大
き
な
要
因
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

公
共
交
通
の
維
持
や
運
営
が
困

難
と
な
り
、
国
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入

へ
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
中
、
地

域
の
公
共
交
通
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、

ま
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

知
事　

茨
城
県
地
域
公
共
交
通
計
画
に

基
づ
き
、
地
域
公
共
交
通
の
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
市
町
村
な
ど
と
共
有
し
、

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持

確
保
や
活
性
化
に
取
り
組
む
。
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
国
の
議

論
を
注
視
し
て
対
応
し
て
い
く
。

議
員　

県
北
地
域
の
人
口
減
少
・
流
出

を
食
い
止
め
る
た
め
、
県
で
は
「
県
北

振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、
今
後
の
方
針
は
。

知
事　

県
北
地
域
は
も
と
よ
り
、
県
全

体
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
、

地
域
ご
と
の
特
性
や
強
み
を
生
か
し
な

が
ら
、
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
部
局
横
断
的
に
推

進
す
る
こ
と
で
、
魅
力
的
な
雇
用
や
新

し
い
人
の
流
れ
を
創
出
し
、
人
口
減
少

の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員　

本
県
は
金
属
盗
の
認
知
件
数
が

全
国
ワ
ー
ス
ト
で
あ
る
。
被
害
の
半
数

以
上
を
占
め
る
太
陽
光
発
電
施
設
に
お

け
る
被
害
の
現
状
と
防
犯
対
策
は
。

警
察
本
部
長　

太
陽
光
発
電
施
設
で
の

被
害
総
額
は
、
令
和
５
年
11
月
末
で
約

20
億
円
に
上
っ
て
い
る
。
今
後
、
県
金

属
く
ず
条
例
を
改
正
し
、
買
取
業
者
に

お
け
る
取
引
相
手
の
身
分
確
認
の
厳
格

化
や
罰
則
の
引
き
上
げ
な
ど
を
盛
り
込

む
ほ
か
、
被
疑
者
の
半
数
以
上
を
占
め

る
不
法
滞
在
外

国
人
へ
の
対
策

を
強
化
す
る
。

（
ほ
か
に
、
共

有
地
の
円
滑
な

取
得
、
不
登
校

対
策
な
ど
も
質

問
）

議
員　

拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
か

え
っ
て
不
安
を
生
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、

結
果
を
ど
う
周
知
し
て
い
く
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

安
全
対
策
設

備
が
有
効
に
機
能
し
た
場
合
は
、
放
射

性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

重
大
事
故
が
発
生
し
、
フ
ィ
ル
タ
付
き

ベ
ン
ト
装
置
で
放
射
性
物
質
を
放
出
す

る
事
態
で
も
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
 ※4

の
住
民
を
除

き
、
避
難
や
一
時
移
転
は
生
じ
な
い
結

果
と
な
る
こ
と
な
ど
を
周
知
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
要

支
援
者
の
個
別

避
難
計
画
の
取

扱
い
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
 ※5

の
開
発
実

用
化
の
現
状
と

今
後
の
取
組
な

ど
も
質
問
）

議
員　

県
立
高
校
で
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
 ※1

を
は
じ
め
と
し
た
外
部

機
関
と
連
携
す
る
な
ど
、
就
職
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
手
厚
く
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
外
部
機
関
の
活
用
事
例
を
進

路
指
導
担
当
者
の
会
議
な
ど
で
周
知
し
、

活
用
を
促
す
こ
と
で
、
県
立
高
校
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
坂
東
Ｐ
Ａ
で
の
魅
力
発
信

拠
点
の
創
出
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
パ
ー
ク
茨

城
県
自
然
博

物
館
の
魅
力

向
上
と
地
域

と
の
連
携
な

ど
も
質
問
）

議
員　

高
齢
化
率
が
高
い
県
北
西
部
地

域
で
は
、
整
形
外
科
医
の
確
保
を
は
じ

め
と
し
た
医
療
体
制
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
医
療
部
長　

整
形
外
科
医
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
対
策
協
議
会

で
優
先
度
は
低
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
病
院
が
地
域
医
療
構
想
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
機
能
や
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
、
地
元
市
と
連
携
し
、
適
切
な
医

療
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

有
機
農
業
の

推
進
、
県
北

西
部
地
域
に

お
け
る
県
立

高
校
の
魅
力

づ
く
り
な
ど

も
質
問
）

地
域
の
公
共
交
通
の
確
保
と

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

人
口
の
減
少
・
人
口
の
流
出
を

食
い
止
め
る
た
め
の
取
組

水柿　一俊 議員
いばらき自民党
筑 西 市 選 出  

黒部　博英 議員
いばらき自民党
常陸大宮市選出 

下路　健次郎 議員
いばらき自民党
東 海 村 選 出

石塚　隼人 議員
いばらき自民党
坂東市・五霞町・境町選出 

太
陽
光
発
電
施
設
の
防
犯
対
策

拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 ※3

結
果
の

考
え
方

県
立
高
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
・
就
職
支
援

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
の

医
療
体
制
の
充
実

水
稲
に
お
け
る
高
温
対
策

ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
よ
る
風
評

被
害
の
防
止
に
向
け
た
取
組
に
対
す
る
評
価

ことば ※1【若者サポートステーション】…働くことに悩みを抱えている若者（15〜49歳の方）の就労支援を専門とする機関。
※2【ＩＡＥＡ】…国際原子力機関のこと。原子力の平和利用について科学的、技術的な協力を進める世界の中心的フォーラム。1957年に発足し、わが国も加盟している。
※3【拡散シミュレーション】…避難計画の実効性を検証することを目的に、東海第二発電所から放射性物質が放出される事態を想定し、避難や一時移転の対象となる区域の規模を試算するもの。

ことば ※4【ＰＡＺ】…原子力施設からおおむね半径5キロ圏内（発電用原子炉の場合）の範囲のこと。放射性物質が放出される前の段階から予防的に避難などを行う。
※5【ＢＮＣＴ】…ホウ素中性子捕捉療法のこと。中性子とホウ素の核反応を利用したもので、正常細胞にほとんど損傷を与えず、がん細胞を選択的に破壊する治療法。切開や切除を行わないため、患者に 
 かかる負担が少ないといわれる。

高温耐性を持つ「にじのきらめき」
の栽培講習会の様子

交通空白地帯でＮＰＯ法人が
住民を有償で運送している様子お寿司を食べる家族

常陸大宮市に形成された
大規模有機モデル団地

一般質問（要旨）


